
日中友好協会港支部主催 

「中国百科検定」漢詩学習会 
 

  日中友好協会港支部は最近「百科検定」の小テーマ毎の小さな学習会を繰り返して

ますが、今回は「漢詩」を勉強します。中国・満洲族鑲黃旗のご出身で中国の様々な文字

や文化に造詣が深い呉迪さんに今回もお願いすることとなりました。 

漢詩は「東アジア共通の文化」ですので、日本の高校でも誰もが学びますが、たとえ

ば、「国破れて山河あり」との杜甫の詩「春望」もその一つです。単なる「漢文」ではなく、

韻を踏み、五言絶句や七言絶句など・・・・。参考までに、この詩の全文を掲げます。 

なお、こうして漢詩は日本の文化人に不可欠な「たしなみ」となって来ましたので、現

在も多くの人びとが漢詩を作詞しておられます。このため、今回は学習会の後半で作

詞した漢詩の講評・添削もお願いしたいと考えています。 

なお、講師の呉迪さんはこの 5 月から慶應・法学研究科の助教になっておられるだ

けではなく、創価大学大学院文学研究科の研究生、上場金融グループである瀚華金控

股份有限公司（Hanhua Financial Holding Co., Ltd.）の日本事務顧問、張玉陽

先生記念研究会幹事長との肩書きもお持ちです。是非、ご期待ください。 

             

6月 27日(木)18:30- 

豊岡いきいきプラザ集会室 B 

(都営線白金高輪駅 10分、JR田町駅 15分、参加費 500円) 

(Zoomでも配信します。ミーティング ID: 755 847 2703  パスコード: 8bng5b) 

「日中友好新聞」6 月 1 日付付録 

 

 
呉迪さん 


